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恒 心

★
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
委
員
の
百
田
尚
樹
氏
が
、
東
京

都
知
事
選
挙
戦
の
最
中
、
自
分
が
応
援
す
る

候
補
者
の
街
頭
演
説
で
、「
こ
の
候
補
者
以
外
、

他
の
候
補
者
は
人
間
の
ク
ズ
で
あ
る
」
と
批
判

し
た
。
選
挙
が
過
熱
し
て
く
る
と
つ
い
口
が
滑

り
、
余
計
な
事
ま
で
言
っ
て
し
ま
う
。
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
★
こ
の
演
説
を
聴
い
て
い
た
共
産
党
関
係
者
か
ら
、
共

産
党
議
員
に
伝
わ
り
、
百
田
氏
の
発
言
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
委
員

の
品
位
を
傷
つ
け
た
と
し
て
、
任
命
責
任
者
で
あ
る
安
倍
首

相
を
厳
し
く
追
及
し
た
。
安
倍
首
相
は
自
分
も
マ
ス
コ
ミ
で

馬
鹿
だ
ク
ズ
だ
と
批
判
さ
れ
て
お
り
、
問
題
に
し
て
い
な
い

と
軽
く
か
わ
し
て
い
た
。
★
3
月
4
日
の
参
院
予
算
委
員
会

で
集
団
的
自
衛
権
の
解
釈
問
題
で
、
小
松
法
制
局
長
官
が
共

産
党
議
員
が
望
む
よ
う
な
答
弁
を
し
な
か
っ
た
た
め
に
、「
法

制
局
長
官
は
安
倍
内
閣
の
番
犬
か
」
と
激
し
く
言
っ
た
。
聞

い
て
い
て
、
行
過
ぎ
た
発
言
だ
と
感
じ
た
。
★
こ
れ
に
対
し

て
小
松
長
官
は
番
犬
と
い
う
発
言
は
受
け
入
れ
が
た
い
と
抗

議
を
す
る
よ
う
な
答
弁
を
し
た
。
法
制
局
長
官
は
法
の
番
人

で
あ
っ
て
も
、
内
閣
の
番
犬
で
は
な
い
。
日
頃
、
人
の
人
権

と
か
尊
厳
を
声
高
に
主
張
す
る
共
産
党
で
あ
る
。
番
犬
発
言

は
撤
回
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
★
街
頭
演
説
会
で
の
「
人
間
の

ク
ズ
」
発
言
を
問
題
に
す
る
の
だ
っ
た
ら
、
民
主
党
は
じ
め

野
党
は
共
産
党
の
番
犬
発
言
も
問
題
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

い
く
ら
国
会
で
の
発
言
に
つ
い
て
、
国
会
議
員
は
責
任
を

問
わ
れ
な
い
と
し
て
も
、
何
を
発
言
し
て
も
い
い
訳
で
は
な

い
。
★
そ
れ
に
し
て
も
、
小
松
長
官
は
病
苦
に
耐
え
て
良
く

頑
張
っ
て
い
る
。
先
日
も
病
院
で
治
療
後
、国
会
に
登
院
し
、

民
主
党
議
員
の
集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
質
問
に
答
え
て
い

た
。
週
一
回
の
治
療
の
日
に
小
松
長
官
を
政
府
特
別
補
佐
人

と
し
て
、
国
会
に
呼
ば
な
く
て
も
い
い
で
は
な
い
か
。
顔
色

が
冴
え
な
い
長
官
を
執
拗
に
追
及
す
る
姿
は
感
心
し
な
い
。

民
主
党
に
は
武
士
の
情
が
な
い
の
か
と
言
い
た
い
。

3
月
3
日
か
ら
始
ま
っ
た
参
議
院
予
算
委
員
会
。
景
気
回
復
、

消
費
増
税
に
よ
る
経
済
の
先
行
き
、
集
団
的
自
衛
権
の
解
釈
変
更
、

東
日
本
大
震
災
の
復
興
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
基
本
計
画
・
高
齢
者

福
祉
に
質
問
が
集
中
し
て
い
る
。
集
団
的
自
衛
権
の
解
釈
問
題
で
は

内
閣
法
制
局
の
「
固
有
の
自
衛
権
は
あ
る
が
、
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
は
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
」
と
す
る
見
解
を
歴
代
の
自
民
党
政
権
は

尊
重
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
、
安
倍
首
相
は

「
先
の
衆
議
院
選
挙
で
集
団
的
自
衛
権
容
認
の
選
挙
の
審
判
を
受
け

た
。
自
分
が
内
閣
の
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
自
分
の
考
え
が
法
制
局
の
解

釈
よ
り
も
勝
っ
て
い
る
」
か
の
答
弁
を
し
た
。
確
か
に
一
昨
年
暮
の

総
選
挙
で
、
自
民
党
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
を
認
め
、
国

家
安
全
保
障
基
本
法
を
制
定
す
る
と
公
約
に
掲
げ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
自
民
党
総
務
会
で
何
人
か
の
議
員
か
ら
、
そ
れ
は
総
理
の
思
い

上
が
り
、
行
き
過
ぎ
だ
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
第
二
次
安
倍
内
閣
発

足
以
来
、
政
策
は
官
邸
が
決
め
、
党
が
そ
れ
に
従
う
政
高
党
低
だ
と

言
わ
れ
て
き
た
。
党
の
幹
部
に
総
理
の
自
重
を
促
す
気
持
ち
が
沸
い

て
き
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
集
団
的

自
衛
権
解
釈
変

更
問
題
は
非
常

に
大
き
な
問
題
で

あ
り
、
安
倍
首
相

も
、
そ
の
取
り
扱

い
に
は
慎
重
、
丁

寧
に
し
て
党
内
、

そ
し
て
国
民
の
理

解
を
得
ら
れ
る
努

力
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

参議院予算委員会で答弁する安倍首相

自
民
党
内
か
ら
行
き
過
ぎ
に
け
ん
制

政高党低の安倍内閣
集団的自衛権解釈で強気の首相

政高党低の安倍内閣
集団的自衛権解釈で強気の首相
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二ノ湯議員、参院本会議で代表質問
3
月
12
日
の
参
議
院
本
会
議

で
、
二
ノ
湯
議
員
は
自
民
党
を
代

表
し
て
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
等
に
対
し
、
自

民
党
を
代
表
し
て
関
係
大
臣
に
質

問
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

一
、 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
の
地
方
へ

の
波
及
に
つ
い
て

地
方
の
景
気
回
復
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
に

よ
っ
て
、
多
く
の
地
方
で
は
景
気
が
上
向
い
て
き

て
お
り
ま
す
。
内
閣
府
の
発
表
し
て
い
る
「
地
域

経
済
動
向
」
で
も
、
多
く
の
地
域
で
、
景
気
は

「
回
復
」
ま
た
は
「
緩
や
か
に
回
復
」
し
て
い
ま

す
。
た
だ
、
都
市
部
と
比
べ
る
と
、
ま
だ
十
分
に

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
が
波
及
し
て
い
る
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
今
後
ど
の
よ
う
に
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
効
果
を
地
方
に
も
波
及
さ
せ
て
い
く
の
か
。
全

国
的
に
景
気
が
回
復
し
、
雇
用
も
増
え
、
給
料

が
上
が
る
、
こ
う
い
う
状
況
に
持
っ
て
行
く
た
め

に
は
何
が
必
要
と
お
考
え
か
、
甘
利
経
済
再
生

担
当
大
臣
、
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

一
、
地
方
分
権
の
推
進
に
つ
い
て

次
に
、
地
方
の
自
立
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

安
倍
政
権
で
は
、
地
方
分
権
改
革
推
進
本
部
を

設
置
し
て
、「
地
方
分
権
改
革
の
総
括
と
展
望
」

を
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
体
に
十
分

な
権
限
・
財
源
が
保
障
さ
れ
て
お
ら
ず
、
真
の

意
味
で
自
立
で
き
て
い
な
い
こ
と
は
、
我
が
国
の

長
年
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
地
方

分
権
と
銘
打
っ
た
改
革
は
数
多
く
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
方
自
治
体
の
権
限
が

前
よ
り
も
増
え
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
権
限
に
見
合
っ
た
財
源
が
な
け
れ
ば
、

本
当
の
意
味
で
の
自
立
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
仕

事
は
地
方
の
方
が
多
く
、
財
源
は
国
の
方
が
多

い
の
で
す
。
安
倍
政
権
の
地
方
分
権
改
革
で
は
、

こ
の
構
造
を
改
め
、
地
方
の
財
政
的
自
立
を
達

成
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、
新
藤
総
務
大
臣
、

ご
見
解
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

一
、
政
令
市
の
あ
り
方
に
つ
い
て

ま
た
、
政
令
市
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
伺
い

ま
す
。
政
令
市
と
道
府
県
の
「
二
重
行
政
」
が

指
摘
さ
れ
、
総
務
省
の
「
地
方
制
度
調
査
会
」

で
も
道
府
県
か
ら
政
令
市
へ
の
権
限
移
譲
が
提

言
さ
れ
る
な
ど
、
政
令
市
の
権
限
強
化
に
向
け

た
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
権
限
強
化
は
も
っ

と
も
な
こ
と
で
す
が
、
そ
の
際
に
は
、
権
限
だ

け
で
な
く
、
必
要
な
財
源
の
移
譲
を
行
う
こ
と

も
、
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
国
会
に
は
、

教
職
員
の
給
与
に
必
要
な
財
源
を
、
道
府
県
か

ら
政
令
市
に
移
譲
す
る
法
案
が
提
出
さ
れ
る
予

定
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
政
令
市
は
教
職
員
の
人

事
権
だ
け
を
持
っ
て
い
て
、
給
与
は
道
府
県
が

負
担
す
る
と
い
う
「
ね
じ
れ
」
の
状
態
に
あ
り

ま
し
た
。
今
回
の
法
案
は
、
政
令
市
に
権
限
と

財
源
を
一
元
化
す
る
と
い
う
良
い
先
例
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
、
政
令
市
へ
の
権
限
移
譲

は
、
必
ず
財
源
と
セ
ッ
ト
で
行
う
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
が
、
政
府
の
方
針
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
新
藤
総
務
大
臣
に
伺
い
ま
す
。

一
、
地
方
財
政
の
硬
直
化
に
つ
い
て

次
に
自
治
体
財
政
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
自

治
体
の
財
政
は
、
福
祉
費
や
公
債
費
の
増
加
に

よ
っ
て
硬
直
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

国
の
補
助
事
業
を
や
り
た
く
て
も
、
自
治
体
の

負
担
分
が
出
せ
な
い
た
め
に
、
事
業
を
あ
き
ら

め
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の

ま
ま
地
方
の
高
齢
化
が
進
め
ば
、
多
く
の
自
治

体
で
政
策
的
な
経
費
が
完
全
に
底
を
つ
く
と
い

う
事
態
も
あ
り
得
ま
す
。
政
府
の
成
長
戦
略
や

経
済
対
策
を
進
め
る
上
で
も
、
自
治
体
財
政
の

硬
直
化
は
克
服
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
対
応
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
、
新
藤

総
務
大
臣
、
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

一
、
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

最
後
に
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

人
口
の
減
少
は
、
地
方
の
過
疎
化
を
ま
す
ま
す

深
刻
な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
国

力
全
体
を
大
き
く
蝕む

し
ばむ

大
問
題
で
す
。
私
は
昭

和
19
年
生
ま
れ
で
す
。
当
時
、
我
が
国
は
戦
火

の
中
に
あ
り
、
将
来
が
見
通
せ
な
い
状
況
で
し

た
が
、
7300
万
人
の
人
口
で
、
出
生
数
は
コ
ン
ス
タ

ン
ト
に
200
万
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
今
、
人

口
は
当
時
の
1.7
倍
と
な
り
ま
し
た
が
、
出
生
数

は
半
分
以
下
で
す
。
国
が
平
和
で
豊
か
で
あ
る

こ
と
と
、
子
供
を
産
み
育
て
る
こ
と
は
全
く
別

問
題
な
の
で
す
。
我
々
政
治
家
は
、
日
々
の
政

治
課
題
に
忙
殺
さ
れ
て
、
我
が
国
が
直
面
す
る

本
質
的
な
問
題
を
忘
れ
が
ち
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
少
子
化
は
国
の
存
亡
に
関
わ
る
問
題
で

す
。
少
子
化
対
策
と
い
う
と
す
ぐ
に
、
働
く
女

性
の
た
め
に
保
育
所
を
作
る
と
い
っ
た
話
に
な

り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
足
り
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。
人
口
問
題
研
究
所
の
調
査
で
は
、

2012
年
、
我
が
国
の
人
口
は
1
億
2752
万
人
、
2050
年

9708
万
人
で
、
実
に
3044
万
人
減
少
し
ま
す
。
政
府

が
国
民
に
対
し
て
、
子
供
を
産
ん
で
育
て
て
ほ

し
い
と
は
っ
き
り
言
う
べ
き
段
階
に
来
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
人
口
減
少
が
推
移
す
れ

ば
、
我
が
国
は
滅
亡
す
る
、
そ
う
し
た
危
機
感

を
本
気
で
訴
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
社
会
に
は
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

未
婚
の
男
女
が
共
に
、
50
％
以
上
結
婚
を
希
望

し
て
い
る
の
に
出
会
い
が
な
い
、
経
済
的
理
由
の

為
に
結
婚
に
踏
み
切
れ
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
社
会
の
変
化
に
よ
る
人
の
意
識
の
変

化
も
大
き
な
問
題
で
す
。
結
婚
し
て
い
る
の
に

子
供
を
持
つ
こ
と
を
望
ま
な
い
人
達
が
増
え
て

い
ま
す
。
経
済
的
理
由
だ
け
で
な
く
自
分
が
仕

事
を
持
ち
、
働
き
続
け
る
こ
と
と
子
供
を
産
み

育
て
る
こ
と
の
意
味
を
深
く
考
え
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
未
来
に
対
す
る
責
任
は
、
ど
こ
に
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
人
な
く
し
て
国
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
意
識
喚
起
を
し
た
う
え
で
抜
本

的
な
少
子
化
対
策
を
求
め
、
政
府
の
見
解
を
森

少
子
化
対
策
担
当
大
臣
に
お
伺
い
し
て
、
私
の

質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

参議院本会議で代表質問する二ノ湯議員
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障害物を駆け上る消防士

成田〜関空間にリニアをと
持論を展開する西田議員

参
議
院
総
務
委
員
会

京
都
市
の
消
防
、
防
災
施
設
を
視
察

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
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3
府
会
補
欠
候
補
者
の
事
務
所

4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

リ
ニ
ア
新
幹
線
を
京
都
に

西
田
氏
、
参
院
予
算
委
員
会
で
力
説

参
議
院
総
務
委
員
会
は
3
月
24
〜
25
日
に
兵
庫
県
、
京
都
府
に
行
政
視

察
を
行
っ
た
。
視
察
先
の
役
所
を
訪
問
し
て
話
を
聞
く
こ
と
も
大
事
で
あ

る
が
、
現
場
に
行
っ
て
活
動
状
況
を
目
の
当
た
り
に
見
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。
一
行
は
25
日
に
、
先
ず
、
京

都
市
消
防
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
を

視
察
し
た
。
京
都
市
消
防
活
動
総

合
セ
ン
タ
ー
は
、
広
大
な
敷
地
に

訓
練
施
設
や
消
防
学
校
等
が
設

け
ら
れ
、
平
常
時
に
は
、
消
防
職

員
や
消
防
団
員
の
教
育
訓
練
を
行

い
、
大
規
模
災
害
時
に
は
、
作
戦

情
報
室
や
緊
急
消
防
援
助
隊
集
結

東
京
─
大
阪
間
を
1
時
間
で
結
ぶ
夢
の
超
特
急
リ
ニ
ア
新
幹
線
は
、
Ｊ

Ｒ
東
海
に
よ
っ
て
近
く
工
事
が
着
工
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
リ
ニ
ア
の
基

本
計
画
当
初
は
「
奈
良
市
付
近
」
を
通
る
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
こ
か
ら
大

阪
に
入
る
。
リ
ニ
ア
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
て
か
ら
、
京
都
に
駅
を
誘
致

し
よ
う
と
い
う
機
運
が
盛
り
上
が
り
、
京
都
府
、
京
都
市
、
商
工
会
議
所

を
中
心
に
誘
致
委
員
会
が
立
ち
上
が
っ
た
。
1
月
17
日
、
京
都
市
内
の
ホ

テ
ル
で
、「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
京
都
誘
致
に
向
け
た
決
起
会
」
を
開

催
し
た
。
地
元
選
出
国
会
議
員
も
国
際
観
光
都
市
京
都
に
駅
を
作
る
こ
と

が
経
済
効
果
が
高
い
と
各
方
面
に
運
動
し
て
い
る
が
、
西
田
昌
司
参
議
院

議
員
は
、
3
月
4
日
に
開
か
れ
た
参
院
予
算
委
員
会
で
質
問
に
立
ち
、
リ

ニ
ア
新
幹
線
を
成
田
─
関
空
間
に
つ
な
ぐ
よ
う
に
力
説
し
た
。
そ
の
ル
ー

ト
が
実
現
す
れ
ば
、
自
ず
と
京
都
駅
を
通
る
と
い
う
の
が
西
田
氏
の
持
論

で
あ
る
。
参
院
予
算
委
員
会
で
の
や
り
取
り
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

場
所
と
な
る
。
現
地
で
は
、
障
害
物
突
破
の
訓
練
や
京
都
の
町
並
み
を
再
現

し
た
街
区
訓
練
場
に
お
け
る
放
水
訓
練
等
を
視
察
し
た
。
京
都
市
消
防
学

校
は
、
府
内
消
防
職
員
も
受
け
入
れ
、
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
し

て
い
る
。
次
に
高
台
寺
公
園
に
お
い
て
、
文
化
財
と
そ
の
周
辺
を
守
る
防
災

水
利
整
備
事
業
を
視
察
し
た
。
同
事
業
は
、
大
容
量
の
防
火
水
槽
、
市
民

用
消
火
栓
、
送
水
用
動
力
ポ
ン
プ
等
を
整
備
し
、
地
域
住
民
の
防
災
力
を
生

か
し
て
文
化
財
と
そ
の
周
辺
地
域
を
火
災
か
ら
守
る
も
の
で
あ
る
。
景
観
に

配
慮
し
て
整
備
さ
れ
た
市
民
用
消
火
栓
を
使
っ
て
、
各
議
員
が
実
際
に
放
水

し
、
そ
の
使
い
勝
手
の
良
さ
を
確
認
し
た
。
次
い
で
、
京
都
市
役
所
に
お
い

て
、
門
川
市
長
及
び
関
係
部
局
か
ら
説
明
を
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
京
都
市
は
、
府
市
協
調
で
二
重
行
政
を
解
消
す
る
た
め
に
、

京
都
総
合
観
光
案
内
所
の
共
同
設
置
運
営
等
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
一
方

指
定
都
市
と
し
て
京
都
府
に
代
わ
っ
て
し
て
い
る
大
都
市
特
例
事
務
に
係
る

経
費
に
つ
い
て
は
、
税
制
上
の
措
置
不
足
額
が
生
じ
て
お
り
、
事
務
権
限
の

移
譲
に
当
た
っ
て
は
十
分
な
財
源
を
保
障
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

西
田
昌
司
氏
「
中
央
リ
ニ
ア
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
東
京
─
大
阪
の

同
時
開
業
は
勿
論
で
す
が
、
プ
ラ
ス
成
田
─
関
空
中
央
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
す

べ
き
と
思
い
ま
す
。
成
田
か
ら
関
空
ま
で
つ
な
い
で
し
ま
う
と
、
首
都
圏
に

成
田
、
羽
田
だ
け
で
な
く
、
中
部
空
港
、
関
西
空
港
の
4
つ
が
出
来
る
ん
で

す
。
鉄
道
、
高
速
道
路
、
さ
ら
に
空
港
を
一
体
的
に
活
用
し
て
、
国
土
軸
を

作
る
ん
で
す
。
リ
ニ
ア
を
成
田
─
関
空
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
す
る
と
、
伊
丹
空

港
は
要
ら
な
く
な
り
ま
す
。
こ
こ

に
首
都
直
下
型
地
震
に
備
え
、
首

都
機
能
を
移
転
す
る
の
で
す
。
総

理
の
御
決
断
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」
西
田
氏
の
熱
弁
に

対
し
て
、
安
倍
首
相
は
リ
ニ
ア
新

幹
線
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
事
業
で
あ

り
、
国
と
し
て
は
税
制
面
で
支
援

す
る
が
、
ル
ー
ト
の
変
更
に
つ
い

て
明
確
な
答
弁
を
し
な
か
っ
た
。

知
事
選
挙
の
最
中
で
あ
る
3
月
28
日
に
告
示

さ
れ
る
「
京
都
市
北
区
」、「
宇
治
市
・
久
世

郡
」、「
城
陽
市
」
の
自
民
党
公
認
予
定
候
補
者

の
事
務
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【京都市北区】【宇治市・久世郡】【城陽市】
そのさき弘道選挙事務所 藤山ゆきこ選挙事務所 池田いわた選挙事務所

〒603-8035
北区上賀茂朝露ケ原町30-19
タマヤビル1Ｆ 南側
TEL：712－2284
FAX：708－8131

〒611-0042
宇 治 市 小 倉 町 久 保 2 6
TEL：0774－24－1617
FAX：0774－28－6787

〒610-0121
城 陽 市 寺 田 袋 尻 5 3 - 1
TEL：0774－56－0581
FAX：0774－56－0582

池田いわた事務所藤山ゆきこ事務所
～至 伏見～

JA 京都やましろ
西宇治支店

徳州会病院
旧
国
道
２
４
号
線
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一
、
早
い
も
の
で
東
日
本
大
震
災
か
ら
3
年
が

経
過
し
た
。
3
月
11
日
、
東
京
国
立
劇
場
で
犠

牲
者
の
追
悼
式
典
が
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨

席
の
下
、
厳
粛
に
行
わ
れ
た
。
親
族
を
亡
く
し

た
3
県
の
遺
族
代
表
の
言
葉
に
、
思
わ
ず
涙
ぐ

ん
で
し
ま
っ
た
。

一
、
先
日
久
し
ぶ
り
に
少
年
野
球
の
開
会
式
に

出
席
し
た
。
最
近
は
女
子
選
手
が
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
も
っ
と
大
き
な
変
化

は
、
選
手
の
数
の
少
な
さ
で
あ
る
。
チ
ー
ム
が

編
成
出
来
な
い
ク
ラ
ブ
も
あ
る
と
い
う
。
少
子

化
は
深
刻
で
あ
る
。

一
、
新
年
に
な
っ
て
、
久
し
ぶ
り
に
祇
園
に
足

を
伸
ば
し
た
。
四
条
通
り
か
ら
北
側
の
祇
園
街

の
変
わ
り
よ
う
に
び
っ
く
り
し
た
。
け
ば
け
ば

し
い
店
が
増
え
た
し
、
客
引
き
が
目
立
っ
て
多

い
。
全
く
風
情
が
な
く
な
っ
て
き
た
。
観
光
客

が
来
て
が
っ
か
り
す
る
だ
ろ
う
。

一
、
普
段
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
な
い
が
、
最
近

は
心
が
け
て
乗
る
。
そ
れ
は
タ
ク
シ
ー
の
乗
務

員
に
景
気
の
話
を
聞
く
た
め
で
あ
る
。
景
気
は

ど
う
で
す
か
と
聞
く
と
、
ぼ
ち
ぼ
ち
で
す
、
全

然
変
わ
り
ま
せ
ん
と
い
う
答
え
が
多
い
。
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
効
果
は
ま
だ
ま
だ
で
あ
る
。

一
、
全
聾
の
作
曲
家
佐
村
河
内
氏
が
、
嘘
の
発

覚
以
来
初
め
て
記
者
会
見
に
臨
ん
だ
。
佐
村
河

内
氏
は
障
害
者
で
あ
る
こ
と
を
強
調
、
作
曲
の

主
な
題
材
は
あ
く
ま
で
自
分
だ
と
主
張
、
影
の

作
曲
家
は
自
分
の
作
曲
と
言
う
。
ど
れ
が
真
実

か
分
ら
な
い
が
、人
騒
が
せ
な
こ
と
で
は
あ
る
。

一
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
、
こ
こ
数
年
予
期

せ
ぬ
豪
雨
が
降
っ
て
、
各
地
に
災
害
を
も
た
ら

す
。
雨
だ
け
で
な
く
、
今
年
は
雪
が
各
地
で
大

暴
れ
し
て
い
る
。
最
近
は
雪
が
少
な
く
、
雪
の

対
策
が
出
来
て
い
な
い
地
域
が
多
い
。
ど
ん
な

災
害
が
や
っ
て
く
る
か
分
ら
な
い
ご
時
世
だ
。

一
、
1
か
月
程
干
し
た
大
根
を
塩
漬
け
し
た
が
、

10
日
間
ほ
ど
し
て
も
、
水
が
上
っ
て
来
な
か
っ

た
。
石
を
上
げ
た
ら
全
く
水
が
出
て
い
な
く
、

ぬ
る
ぬ
る
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。
あ
あ
こ
れ
が

い
て
る
と
い
う
状
態
か
と
分
っ
た
。
た
か
が
漬

物
と
思
っ
て
い
た
が
、
難
し
い
も
の
だ
。

一
、
5
人
い
る
孫
の
内
、
一
番
上
が
今
年
か
ら

小
学
校
に
入
学
す
る
。
夢
と
希
望
を
膨
ら
ま
せ

て
学
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
。
は
る
か
60
数

年
前
、
母
親
に
手
を
引
か
れ
て
、
小
学
校
の
門

を
く
ぐ
り
、
桜
が
満
開
の
校
庭
で
記
念
写
真
を

撮
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

自
民
党
滋
賀
県
知
事
候
補
者

大
津
市
出
身
、
経
産
官
僚
小
鑓
氏

7
月
執
行
予
定
の
滋
賀
県
知
事
選
挙
で
、

2
期
8
年
続
い
た
嘉
田
県
政
か
ら
の
転
換
を
目

指
す
自
民
党
滋
賀
県
連
は
地
元
膳
所
高
校
出
身

で
、
経
産
官
僚
の
小
鑓
隆
史
氏（
47
）を
擁
立
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。
前
回
の
選
挙
で
嘉
田
氏

を
支
援
し
た
民
主
党
は
独
自
候
補
を
立
て
る
意

向
で
、
現
職
衆
議
院
議
員
が
有
力
視
さ
れ
て
い

る
。
嘉
田
知
事
は
3
選
出
馬
の
意
思
を
明
ら
か

に
し
て
い
な
い
が
、
関
係
者
の
話
で
は
出
馬
の

可
能
性
が
高
い
。
3
月
4
日
、
滋
賀
県
庁
で
記

者
会
見
し
た
小
鑓
氏
は
「
経
産
官
僚
と
し
て
中

小
企
業
政
策
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
担
当
し
た
経

験
を
生
か
し
、
人
口
増
加
県
で
あ
る
滋
賀
県
の

潜
在
力
を
引
き
出
す
た
め
の
、
経
済
再
生
プ
ラ

ン
、
教
育
力
の
向
上
、
社
会
保
障
の
充
実
を
訴

え
た
い
」
と
語
っ
た
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」の
発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動をご支援
いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張にご

賛同いただき、ご入会下さいますようお願い
申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

「日本真生塾」　例会のお知らせ
第41回 3月31日㈪ 18時～21時

第42回 4月28日㈪ 18時～21時

場所：龍谷大学アバンティ響都ホール
　　　　（京都駅八条口前アバンティ9Ｆ）

＜お問い合わせは事務局へ＞（担当：奥井寛之）
日本真生塾事務局（二之湯事務所内） TEL：075-351-2228／FAX：075-315-2310

詳しくはFacebookページをご覧ください。https://www.facebook.com/nipponshinsei

日本真生塾　塾長　岡本幸治

テーマ：『凸型西洋文化の死角』
西洋文化の根本を見直し、グローバル化について考察します

＊生年月日：昭和41年9月9日
＊出身：大津市仰木町
＊学歴：�仰木小学校、堅田中学校、膳所高校
　　　　京都大学大学院物理工学終了
＊職歴：�通商産業省入省、大臣官房政策企画委

員、ジェトロ・ヒューストンセンター
次長、内閣官房国家戦略室企画官、内
閣参事官（成長戦略の策定、産業競争
力会議運営等の担当）

小
こ

鑓
やり

隆
たか

史
し

氏プロフィール


